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す ず し ろ ２２ 2014 - 12 月報 
すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴   
22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

東浅川町  清水珠美. 

人 材 — 農 家 需 要 と 市 民 意 欲 の マ ッ チ ン グ 

(1) 冬の到来  

畑には霜柱が立ち 朝方の作業がしずらい状況になってきました。陽暮れのはやさに驚か

されてもいます。健康第一 安全第一 ご自愛されての活動 宜しく お願いします。 

(2) すずしろ祭り ・ 料理教室  

  11月下旬から年末にかけての 二つのビッグイベント は 関係者の丁寧な準備作業

と 会員皆様の 積極的な協力・参加をいただきました。ありがとうございました。 

(3) 今年も あとわずか ご協力ありがとうございました 

師走という季節になりました。今年一年 お世話になりました。事務局関係の IT 化の推進

など課題解決に努めています。｢援農｣—明年も いよいよのご協力を宜しくお願いします。 

今年７月から、富所農園の１０坪の畑を借りています。 
まずはダメもとでいくつか苗を買い、大げさな支柱を立てたり、数少な
い収穫物を満足げに食卓に並べたり。 
そのうち つるむらさきの茎が憎たらしいほど太くなり、草取りを母に
手伝ってもらったり。種から大事に育てた黒大豆は全滅、気持ちを切り
替え、すかさず秋冬野菜です。 
クワをグラグラ振り回し、緑と黄緑の苗の列を眺めてまず満足。 
りんごの香りのカモミール、人参臭い人参に癒され、ダメかと思ったブ
ロッコリーも白菜もそこそこ育ち、サニーレタスは飾りたくなるほど綺
麗です。植物が勝手に育っていくのが未だに不思議で、しばらくは飽き
そうにありません。  畑の先輩方、温かい目で見守っていて下さい。 

今年 2 回目の料理教室を 開催しました
12 月 6 日川口市民センターにて参加者 12 名（会員外 2 名）で料理教室
を行いました。メニューは「里芋ごはん 鰯の沢煮椀 さつま揚げ 聖護
院蕪の塩麹漬け」 だしは昆布と削り節からとり、鰯は各自で手開き。 
 皆さんの手際の良さと、スピードにびっくり！あっと言う間にできあが
りました。お味は？だしの美味しさと収穫したてのお野菜のおいしさで、 
             なんとも言えない、ほっとするおいしさ、体 
             も心も温まる！！と思ったのは、私だけでし 

ょうか？ 
  おいしい料理を誰かと一緒に食べる。 
  誰かと作って皆で食べる。 
 「食」は最高のコミュニケーションツールだ 

             と私は思います。次回はご一緒に！ 

「 大根を 煮た夕飯の 子供達の中にをる 」(河東碧梧桐) 

すずしろ祭り  11/24 由井市民センター 

 ご一緒にお料理しませんか！！ 

室内では初めてのすずしろ祭りは おかげさまで 60 名を超える大勢
の参加をいただき盛大な祭りとなりました。ありがとうございました。 

          ○ 長井理事長代行による開催挨拶で スタート 
              ★ 芋煮 お餅 焼き芋 たこ焼き 卵焼き 

ふろふき大根 ブリ大根 押しずし etc  
歌声喫茶                    ☆ 歌声喫茶 

☆ 詩吟朗詠  
☆ よさこい踊り 

              ★ 手打ちうどんの実演  
            「最優秀賞」は 巨大大根 

を育てた町田さんが受賞 

佐藤 瑞恵 

12 月に入り 朝晩の冷え込みが一段と厳しさを増し いよいよ 

「冬到来」を実感する頃となりました。 

9 月に開設したモデル区画では白菜が美味しそうな葉をしっかりと

巻き 見事な大きさに育ちました。 

約 4 ｹ月の短期農業体験ではありましたが 野菜作りの楽しさを十分

に堪能されたこととおもいます。この体験を契機に 農への関心をさ

らに深めていただければ幸いです。 

農園利用の皆様方には この一年 園の使用ルールを遵守し 当農

園の維持管理にご協力いただきましたこと 誠にありがとうございま

した。 

 
○ 今月の援農時間は 1150 時間強 となりました。 

冬場を 迎え 減少傾向と なっています。 
月   8 月    9 月  10 月  11 月  

時間  2300    1800   1500   1154  h 
 鶏卵関係の応援は 大きな増減なく 推移しています。 

○「新 I T システム」 での データーインプットは 研修を
兼ねて 数人の方に担当していただいています。 

 


